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　磁性体の電子状態の理論計算からはじまり、現在は実験か
ら得られたデータを用いた磁区構造の再構成法の研究を行っ
ています。実験データのみでは直感的に磁区構造を理解しに
くいことから、より効率のよい再構成法を研究しています。
磁気構造の再構成は、磁化過程を解釈する上でとても重要な
役割をはたすものであり、統計学的な考え方など様々な分野
の技術ともむすびついているものです。また、数値データを
可視化するということからはじまり、可視化もテーマとして

　数値データを可視化することで状態を解釈することからス
タートして、可視化する技術を使った表現を行ってきました。
その中で表現にはそれぞれの情報の意味を知ること、また蓄
積することの大事さを考えていくことに必要性を感じていま
す。

｜  メッセージ

います。可視化テーマの一つとして、知識の伝達をテーマに、
身体動作などを用いた浮世絵の体験型鑑賞のシステムを構築
し、実際に展示を行ってきました。より人の興味をひきつけ
る表現方法を行うには、それぞれの分野の知識が不可欠です。
そのために、より多くの知識を蓄積していくための仕組みが
必要であり、表現と蓄積をセットにしたシステム作りから知
識の循環もめざしています。

1)  https://www.magnetics.jp/          2)  http://www.ipsj.or.jp/

　浮世絵などの媒体をつかって、図書資料の紹介、また “文
化にふれる” をテーマに、図書館と協力し展示を行うなどの
活動を行っています。より浮世絵などの貴重資料を身近に感
じることができるような工夫を学生と共に行い、壁面を利用
した展示空間作り、また Kinect などの技術をつかった体験型
展示などにもチャレンジしています。


